
赤い羽根共同募金助成事業　北新橋保育園「ふれあいあそび」
地域の方々を人形劇の観劇にご招待し、昔遊びを教えてもらいながら交流しました。
赤い羽根共同募金でつながったこの交流は、コロナ禍でも途絶えることなく、今年も実施することができました。

今号の題字
山形県立酒田西高等学校　定時制　美術部
　題字を囲むようにイチョウや紅葉、キツネや
タヌキを文字の中に織り交ぜ、川と月を添えて
穏やかな秋の雰囲気を表現しました。

= 今号の特集 =

おらほのまちの学区・地区社協活動

赤い羽根でつないだ80年赤い羽根でつないだ80年

おかげさまで80年！
プレゼントクイズも

あるよ～

酒田市社協
さか たししゃきょう
　　と呼んでください 社会福祉法人酒田市社会福祉協議会 会報ふれあい
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募金ありがとう！ 団体からのメッセージ

必要な支援を届けるための
酒田市令和８年度募金目標額 共同募金応援ノベルティ

もしぇのんあののん缶バッジ
社協窓口にて300円以上のご寄付でプレゼント！

今年は80周年記念バージョン!!

令和7年度にお預かりした善意の募金は10,957,557円でした。
酒田市では令和8年度は下記の団体に活用されています。

12,339,000円

　共同募金は、地域の福祉活動を行う団体等からの要望をもとにあらかじめ使い道を決
めてから募金を行う「計画募金」です。地域福祉ニーズに応えるため、設けた目標額に
対してどの程度の募金が必要か、その判断材料として目安額を示しておりますが、あく
まで目安なので、皆様に強制的に金額を割り当てる募金ではありません。皆様の任意の
ご協力をよろしくお願いいたします。

酒田市障がい者福祉会　　　八幡身体障害者更生会
平田身体障害者福祉協会　　酒田手をつなぐ育成会
八幡手をつなぐ育成会　　　松山・平田手をつなぐ育成会
酒田市あすなろ福祉会　　　支援センターふれあい工房
地域活動支援センターみつば
障がい福祉サービス事業所たぶの木
支援センターなのはな畑　　みらいず

宮野浦学区第1学童保育所
南平田学童保育所みすみっこクラブ
黒森学区学童保育所
ちょうかい子育て応援団
泉学区子育て応援団
若浜学区社会福祉協議会
みんなの居場所　玉手箱
んめもん食堂
がくほれんwith酒田
酒田市母子福祉ねむの木会
酒田市子どもまつり実行委員会

広野保育園
新堀保育園
浜中保育園
黒森保育園
若宮保育園
宮野浦保育園
北平田保育園
小鳩保育園
北新橋保育園
泉保育園
報恩会保育園 
若浜保育園
西荒瀬保育園
鳥海保育園
亀ケ崎保育園
十坂こども園

酒田市八幡遺族会　　　　　酒田市遺族会松山支部 
酒田市平田遺族会　　　　　酒田市自治会連合会 
酒田市民生委員・児童委員協議会連合会
酒田市電気工事協同組合　　酒田飽海鍼灸マッサージ師会 
酒田市社会福祉協議会

このほか、災害ボランティアセンターの設置・運営経費
全国の災害被災地への支援活動にも役立てられています

募金の目安額について

子どもたちの健やかな成長のために

酒田市老人クラブ連合会酒田支部・
八幡支部・松山支部・平田支部

高齢になっても元気に暮らすために

障がい児（者）の社会活動のために

地域福祉活動のために

　保育園で借り上げている畑で、地域の高齢者と交流
を重ねてきました。
　野菜の植え方や、水のやり方などを優しく教えてい
ただき、子ども達も親しみを持って接しています。
　核家族が多くなっている中で、このような交流を持
つことができることを感謝しています。

　小学生を対象に、工作キットの制作や高所作業車の
体験を行いました。今後も電気工事技術を活かして、
皆さまに喜んでいただけるような活動を継続していき
たいと思います。

小鳩保育園 ～世代間交流事業～ 酒田電気工事協同組合
～夏休みの自由研究・チャレンジ学習～
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　赤い羽根の共同募金は、戦後間もない昭和22（1947）年に
始まりました。当初は戦後復興のため、被災した施設の復旧や
孤児への支援を中心に活用され、その後も昭和51（1976）年
の酒田大火では義援金として、令和6（2024）年の大雨災害
では災害ボランティアセンターの運営費として、被災者支援に
役立てられてきました。このように赤い羽根の共同募金は、時
代ごとの困難を地域みんなで乗り越えるための「命綱」とし
て、いつでも私たちのそばにありました。

現在は、周囲に悩みを抱えていることが見えにくく、孤立し
やすい時代です。こうした「見えない孤立」を防ぎ、人と地
域をつなぎ直すために、80年紡がれてきた『支える人を支
える募金』が今、かつてないほど必要とされています。皆様
の優しさが、地域で頑張る誰かの希望になります。今年も温
かいご協力をよろしくお願いいたします。

令和９年度 赤い羽根共同募金 助成先募集のお知らせ

申請は 10/30㈮ まで

お問合せ先／酒田市共同募金委員会（会報８ページ下段の社協の連絡先へ）

社会福祉が目的で、地域の課題に対応する先駆的な事業などへ助成いたします。
ボランティアグループ、福祉団体などの皆さま、ぜひご相談ください。

詳しくは下記までお気軽にお問い合わせください。
※申込書類を作成するのに少し時間がかかります。
　ご相談はお早めに。

昭和51年酒田大火（画像：光丘文庫）

令和６年７月大雨災害

どんな時代にも、そこには支える人たちがいました。
赤い羽根は、支える人たちを応援し続けて80年。
今日も、この街のどこかで、支えあいを未来へとつないでいます。
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こ
の
た
び
６
月
19
日
付
け
を
も
ち
ま
し
て
、
酒
田
市
社
会
福

祉
協
議
会
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
格
的
な
超
高
齢
社
会
を
迎
え
、
人
口
減
少
や
孤
立
化
、
地

域
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
な
ど
、
福
祉
を
取
り
巻
く
環
境
は
一

段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
地
域
情
勢
の
中
、
そ
の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
す
。
こ
の
状
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
、
地
域

の
皆
様
や
本
市
学
区
・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
機
関
と

一
層
連
携
し
、
共
に
支
え
合
い
地
域
が
「
つ
な
が
る
」
ま
ち
、

そ
し
て
誰
も
が
安
心
で
き
る
福
祉
に
「
つ
な
が
る
」
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
、
法
人
の
健
全
な
運
営
並
び
に
地
域

福
祉
の
更
な
る
推
進
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
務
め
て
ま
い

り
ま
す
。
前
任
者
同
様
、
ご
指
導
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

会
長　

菊
池　

裕
基　

新・会長就任のご挨拶

ご回答は上記の二次元コードから、もしくは郵送等で下記内容をご記入の上、
酒田社協までお送りください。（郵送等にかかる費用は応募者の負担となります）
①お名前　②ご住所　③お電話番号　④クイズの答え（１～３問の回答）
ご応募締め切り：令和８年11月30日必着

当選者発表
二次元コード

・ご回答いただいた応募者から、抽選で10名の方にamazonギフト（デ
ジタル500円分）もしくは図書カード（500円分）をプレゼントします。
・抽選結果は12月中に本会ホームページで公開いたします。

（第３問）昭和51年の酒田大火の年、歳末たすけあい運動と一緒に行われた炊き出しで酒田社協が
　　　　　ふるまった食べ物は何でしょう。（ヒント：年越しといえば…）
　　　　　　　　　　　　①もち　　②そば　　③うどん

（第２問）赤い羽根共同募金運動で使っている羽根の色は何色でしょうか。
　　　　　　　①水色　　②緑色　　③赤色

（第１問）赤い羽根共同募金が始まって今年で何年目でしょうか。
　　　　　　　①80年　　②50年　　③22年

回答先Googleフォーム

桐澤前会長（右）から菊池新会長（左）へバトンタッチ

赤い羽根共同募金80周年記念クイズ！

お
ら
ほ
の
ま
ち
の
学
区・地
区
社
協
活
動 

vol・７
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最上町（亀ケ崎）対象者選定の様子

読みやすい広報

手作りのお弁当

地
域
の「
気
に
な
る
」を
み
ん
な
で
考
え
る
場
所

地
域
あ
ん
し
ん
事
業
　
西
荒
瀬
学
区
社
会
福
祉
協
議
会

亀
ケ
崎
社
会
福
祉
協
議
会

取
り
組
み
の
見
直
し
も
大
切
な
事
業

～
新
た
な
一
歩
を
地
域
み
ん
な
で
～

詳しい活動内容についてお知りになりたい方は、会報の８ページ下段の市社協までお気軽にお問合せください。

お
ら
ほ
の
ま
ち
の
学
区・地
区
社
協
活
動 

vol・７
市
内
全
36
学
区・
地
区
で
住
民
主
体
の
地
域
福
祉
活
動
を
進
め
る
た
め
の
学
区・
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

（
学
区・地
区
社
協
）を
組
織
い
た
だ
き
、見
守
り
活
動
な
ど
を
推
進
し
て
い
ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

年
「
二
季
化
」
と
話
題
に
な
る
よ
う
な
急

激
な
気
候
変
化
に
よ
り
危
惧
さ
れ
て
い
る

夏
季
の
熱
中
症
の
予
防
の
た
め
、
直
接
訪

問
に
よ
る
見
守
り
活
動
を
強
化
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
特
に
心
配
な
高
齢
独
居
者
や
高
齢
者
夫

婦
世
帯
等
に
つ
い
て
、自
治
会
ご
と
に
対

象
者
を
選
定
い
た
だ
き
、飲
料
水
と
啓
発

チ
ラ
シ
を
直
接
訪
問
し
て
配
布
し
、地
域
で

の
見
守
り
活
動
の
強
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
役
員
の
皆
様
に
は
新
た
な
負

担
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

直
接
訪
問
に
よ
り
得
ら
れ
る
情
報
の
価
値

を
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
時
代
に
合
わ
せ
て
必
要

な
取
り
組
み
を
見
直
し
、
改
善
を
図
っ
て

い
け
る
こ
と
が
『
お
ら
ほ
の
ま
ち
』
亀
ケ

崎
の
強
み
、
特
色
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
亀
ケ
崎
で
の
特
色
的
な
取
り
組
み
と
し

て
挙
げ
ら
れ
る
も
の
に
は
、「
す
べ
て
」

を
手
作
り
と
し
て
い
る
ふ
れ
あ
い
給
食
事

業
が
あ
り
ま
す
。
夏
場
の
時
期
は
中
止
し

て
い
ま
す
が
、
全
７
回
の
す
べ
て
を
福
祉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る
手
作
り
の

お
弁
当
に
、
亀
ヶ
崎
小
学
校
児
童
の
お
便

り
を
添
え
て
配
食
し
て
い
ま
す
。
昭
和

六
十
一
年
よ
り
続
け
て
い
ま
す
が
、
見
守

り
を
受
け
る
高
齢
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
広
報
活
動
と
し
て
編
集
委
員
会

を
組
織
し
、
年
２
回
発
行
し
て
い
る
「
亀

ケ
崎
福
祉
だ
よ
り
」
も
大
変
読
み
や
す
い

と
他
の
学
区
か
ら
も
評
価
頂
く
広
報
事
業

で
発
足
時
よ
り
続
け
て
い
る
事
業
で
す
。

　
一
方
で
、
長
ら
く
取
り
組
ん
で
き
た
、

寝
た
き
り
高
齢
者
の
訪
問
活
動
に
つ
い
て

は
「
寝
た
き
り
」
判
定
の
と
ら
え
方
や
、

対
象
者
の
捕
捉
の
難
し
さ
も
あ
り
、
事
業

の
見
直
し
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
近

　
毎
月
第
３
火
曜
日
の
午
前
中
に
、
西
荒

瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
相

談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相
談
会
で
は
、

学
区
社
協
の
構
成
員
で
あ
る
民
生
委
員
と

福
祉
協
力
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
名
ず
つ
輪

番
で
相
談
対
応
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
相
談
会
当
日
は
、
学
区
社
協
役
員
会
も

あ
わ
せ
て
開
催
し
、
事
前
に
民
生
委
員
や

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
寄
せ
ら
れ
た

福
祉
に
関
す
る
相
談
に
つ
い
て
、
学
区
社

協
役
員
を
は
じ
め
、
当
番
の
民
生
委
員
・

福
祉
協
力
員
、
市
社
協
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
な
ど
が
情
報

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

か
ら
意
見
を
出
し
合
い
、
課
題
の
解
決
に

向
け
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、
地
域
で
見

え
て
き
た
共
通
の
課
題
に
つ
い
て
も
話
し

合
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
当
学
区
社
協
で
は
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
声
を
活
動
に
生
か
す
た
め
、
福

祉
協
力
員
へ
の
女
性
の
参
画
を
進
め
て
い

る
ほ
か
、
自
治
会
長
を
退
任
さ
れ
た
方
に

も
福
祉
協
力
員
と
し
て
協
力
を
お
願
い
す

る
な
ど
、
組
織
づ
く
り
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
毎
月
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
の

出
来
事
や
気
に
な
る
こ
と
を
気
軽
に
話

し
合
え
る
関
係
が
育
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、

こ
の
取
り
組
み
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
さ
ら
に
、
当
学
区
社
協
独
自
の
広
報
紙

を
年
１
回
発
行
し
、
福
祉
相
談
会
を
は
じ

め
と
す
る
活
動
を
地
域
へ
広
く
発
信
し
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
積
み
重
ね
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
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✓年度末の財産などの状況（賃借対照表）を含む令和７年度決算の詳しい内容に
ついてお知りになりたい方は、市社協までお気軽にお問い合わせ下さい。

✓「社会福祉法人の財務諸表等電子開示システム」（ＷＡＭＮＥＴ）でも公開してい
ます（市社協ホームページから確認できます。）

入ってきたお金
令和7年度収入の内訳

お金の使い道
令和7年度支出の内訳

入ってきたお金
５億2,250万円

介護サービスを
提供して入るお金

38%
1億9,788万円

障がいサービスを
提供して入るお金

7%
3,704万円

（補助金や事業委託料など）

酒田市、山形県
山形県社協など
から入るお金
（補助金や事業委託料など）

45%
2億3,380万円

市社協独自の
事業を行って
入るお金
（成年後見報酬など）

市社協独自の
事業を行って
入るお金
（成年後見報酬など）

2%
972万円

市民の皆さんから
いただいている会費
2%

1,415万円

その他のお金
（寄付金、受取利息、
積立資産取崩など）

その他のお金
（寄付金、受取利息、
積立資産取崩など）

6%
2,991万円

お金の使い道
５億4,305万円

介護サービスや
障がいサービスを
提供するために
使うお金

地域福祉の活動や
その支援のために
使うお金

（法人運営事業、
 施設管理運営事業）

その他のお金
（法人運営事業、
 施設管理運営事業） 52%

2億8,418万円

14%
7,502万円

25%
1億3,277万円

認知症の方や障がい者の方、
困窮者の方などの相談や
生活支援のために使うお金

9%
5,108万円

令和7年度の酒田市社協
決算（収入と支出）内訳ご報告

酒田市社協
評議員・理事・監事ご紹介

【評議員】
田賀　幸二　（酒田市自治会連合会）
小野寺昭一　（酒田市自治会連合会）
髙橋　里美　（酒田市自治会連合会）
鈴木　教正　（酒田市自治会連合会）
今井　　努　（酒田市自治会連合会）
須田　幸一　（酒田市自治会連合会）
齋藤　福美　（酒田市地区自治会連合会）
杉山久仁明　（酒田市地区自治会連合会）
土門　芳彦　（酒田市地区自治会連合会）
佐々木慶則　（酒田市八幡自治会長会）
松坂　準一　（酒田市八幡自治会長会）
村上　成起　（酒田市八幡自治会長会）
井上　　充　（酒田市松山地区自治会連合会）
石川　亮一　（酒田市松山地区自治会連合会）
堀　　浩幸　（酒田市松山地区自治会連合会）
佐藤　幸一　（酒田市平田自治会長会）
石黒与志明　（酒田市平田自治会長会）
加藤　和幸　（酒田市平田自治会長会）
奥山　　悟　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
佐藤　周二　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
岡田　　誠　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
佐藤　昭一　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
佐藤　　隆　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
池田　　香　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
髙橋　文義　（酒田市老人クラブ連合会酒田支部）
冨樫　俊之　（酒田市老人クラブ連合会八幡支部）
久松　光喜　（酒田市老人クラブ連合会平田支部）
小山　憲樹　（酒田手をつなぐ育成会）
櫻田　常夫　（松山・平田手をつなぐ育成会）
佐藤　健治　（ＮＰＯ法人酒田市障がい者福祉会）
茂木　敏彌　（ＮＰＯ法人きらりまめ・豆ネット）
池田　知子　（酒田飽海更生保護女性会）
板垣　卓渡　（酒田ライオンズクラブ）
関口　　誠　（酒田市健康福祉部地域福祉課）
菅原　智法　（酒田市教育委員会学校教育課）
任期　令和10会計年度に係る定時評議員会の終結の時まで

【理事】
菊池　裕基　（酒田市社会福祉協議会）
小野　英男　（酒田市自治会連合会）
荒生　道博　（酒田市八幡自治会長会）
樋渡　　由　（酒田市松山地区自治会連合会）
堀　弥志男　（酒田市平田自治会長会）
菅原　正成　（酒田市社会福祉協議会）
佐藤　　淳　（酒田市地区自治会連合会）
石井　靖雄　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
佐藤やす子　（酒田市民生委員・児童委員協議会連合会）
伊藤　信弘　（酒田市老人クラブ連合会）
遠田　良子　（酒田市母子福祉ねむの木会）
佐藤多紀子　（ＮＰＯ法人にこっと）
阿部　　武　（ＮＰＯ法人がくほれんwith酒田）
阿部　美穂　（酒田市健康福祉部）
戸田　　登　（酒田市社会福祉協議会）

【監事】
今田　哲雄　（酒田市自治会連合会）
佐藤　徳康　（酒田市松山地区自治会連合会）
原田　　勇　（酒田市社会福祉協議会）　
任期　令和８会計年度に係る定時評議員会の終結の時まで
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会費へのご協力
ありがとうございます

社協会費

日赤会費

市社協より皆さまへ御礼

地域福祉の活動やその支援のために使わせてい
ただいております。

日本赤十字社（日赤）が行う、災害救護や難民
救援、献血などの人道的活動の経費になります。

いずれの会費も６月以降、各自治会やコミュニ
ティ振興会の皆さまにご協力いただき、届けてい
ただいております。ご協力くださった皆さま、お
忙しい中、とりまとめてくださった皆さま、本当
にありがとうございます。

敬称略・順不同（令和8年6月9日から令和8年9月3日受付分）

市
社
協
よ
り
お
知
ら
せ

令和８年熊本地震、千葉豪雨、
富山・石川・福井の大雨
などで被害を受けた方への
義援金を募集しています。

酒田市社協では、日本赤十字社山形県支部酒
田市地区として義援金の受付をしております。
集められた義援金は日本赤十字社本社を経由
して被災された方々にお届けいたします。

《受付窓口》
■酒田市社協　酒田・八幡・松山・平田各支部
■ボラポートさかた（交流ひろば）
■酒田市役所、八幡・松山・平田総合支所

《問合せ》
■酒田市社協

日本赤十字社の
ホームページより
ご確認ください。

↓

★駅東自治会夏祭り中学生売店さん★
ありがとうございました

連
絡
先
、
電
話
番
号
は
裏
面
（
８
ペ
ー
ジ
）

◇生活や家計、仕事などでお困りの方の相談
をお受けしています。

◇一人ひとりのお悩みや困りごとをお聞きし、
解決に向けて一緒に考え、自立に向けた支
援を行います。

◇所得が低い世帯、障がい者世帯、高齢者世
帯で、生活に必要なお金にお困りの世帯を
対象に、相談支援や貸付を行います。

◇対象となる資金や条件はさまざまです。貸
付内容など詳しくはお問い合わせください。

◇教育支援資金のご相談はお早めに。

生活自立支援センターさかた
☎／２５-０３５０（直通）（平日８：３０～１７：１５）
Ｅmail／jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

仕事、家計、生活などの相談

生活福祉資金の貸付相談

あたたかいご寄付ありがとうございますあたたかいご寄付ありがとうございます

●市社協への寄付
阿部千代吉....................................................................................3,215円
酒田飽海建設総合組合　酒田建設支部連合会
　....................................................................................................... 12,180円
酒田飽海建設総合組合　平田支部........................... 18,000円
ロックインサカタ実行委員会...................................... 58,844円
北日本コンピューターサービス㈱
　課題解決支援部　東日本支援部....................車いす１台
佐藤大地....................................................................................... 50,000円
駅東自治会夏祭り　中学生売店一同
（大井幸々愛・佐藤真優・須田史乃）....................6,520円
匿名.................................................................................................. 15,703円
匿名.....................................................................................................2,000円
匿名................................................................................................200,000円
匿名.................................................................................................. 10,000円
匿名.....................................................................................................4,500円
●指定寄付
三代目兵六玉【子ども食堂８団体へ】...............100,000円
齋藤邦夫【子ども食堂へ】..........................ズッキーニ１箱
庄内みどり農業協同組合
JA庄内みどり農政対策推進協議会

【酒田市母子福祉ねむの木会へ】
　..........アンデスメロン２ケース、ランチョンマット10枚
匿名【NPO法人にこっと、子ども食堂8団体へ】
　.....................................................................................................500,000円
匿名【NPO法人がくほれんwith酒田へ】........450,000円
チャン【放課後等デイサービスライトへ】...... 30,000円
●フードバンク事業への食料品寄付
独立行政法人山形県・酒田市病院機構　日本海総合病院
土田倶子
本間病院友の会
㈱セブン−イレブン・ジャパン
生活協同組合共立社　酒田生協
酒田電気工事協同組合
㈱エコー
生長の家（五十嵐幸子）
匿名

7 令和 8年 10月1日



世代を超えて語り合う「これからの酒田」
7月18日　さかたの地域福祉おしゃべり会（公益研修センター）

何かが生まれる⁉「ボランティア体験」
７月30日　夏のボランティア体験（グループホーム サン・シティ）

子どもの成長を育む居場所づくり
7月20日　んめもんワークショップと宿題カフェ（十坂コミュニティセンター）

　「地域福祉活動計画」の策定に向けて、市と協力して開催し
ました。当日は学生から高齢の方まで幅広い世代がテーブル
を囲み、日頃の地域の困りごとや「こんなまちになったらいい
な」という未来への思いを、和やかな雰囲気の中で語り合い
ました。出された意見は、計画づくりに活かされます。

　市内の高齢者施設などのご協力のもと、学生など120名
が「ボランティア体験」に参加しました。普段の生活では
出会う機会がない方々との交流やボランティア活動を通じ
て、自身の視野を広げ、新しい気づきを得るなど、それぞ
れが貴重な時間を過ごしました。

地域を超えた絆がつむぐ、笑顔の再会
7月24日　ふるさとカフェ拡大版（八幡タウンセンター交流ホール）

　令和６年７月の大雨災害から2年。市社協の被災者生活
支援・地域支え合いセンターが被災者を招き、合同会社
COCOSATOや鳥海八幡中学校と協力して開催しました。
鳥海八幡中学生が企画したステージ発表やゲームなどを通
して交流を深め、会場は笑顔に包まれました。

　地域団体のサテライトサカさんが大学生ボランティアと
協力し、こどもたちの宿題を見守る学習支援や、自ら参加
したくなるようなワークショップを実施しました。市社協
は、地域子育て支援事業として文房具やラベルライターな
どの備品購入を助成、子どもたちが安心して学び、活動で
きる環境づくりを支えました。

PHOTO社協PHOTO社協写真で見る酒田市社協

8令和 8年 10月1日
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朗読ボランティア「声の広報」
のご協力により、音読データを
ご用意しております。CD等貸し

出しをご希望の方はお知らせください。音
読データは本会ホームページ
にも掲載しております。最新
号は１０月１５日公開予定です。

社会福祉法人

酒田市社会福祉協議会
〒998-0864 酒田市新橋2-1-19（酒田市地域福祉センター内）
八幡支部 観音寺字寺ノ下41（八幡総合支所内）

松山支部 字西田6（松山健康福祉センター内）

平田支部 飛鳥字契約場35（ひらたタウンセンター内）

ボラポートさかた（酒田市ボランティア・公益活動センター）
　　　　 中町3-4-5（交流ひろば内）

☎23-5765
☎64-3765
☎62-2843
☎52-2260

☎43-8165


